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序章

様々な産業の中でもここで取り上げる金型、工作機械に代表される資本財産業は、市場がな

い、人材がいない、技術がない、資本がない、経営が難しい等の理由で、発展途上国ではなか

なか育ちにくい産業であった。しかし、近年アジアの経済成長が目覚ましく、最終需要が拡大

すると同時に、それを支える資本財産業も急速に成長している。かつてのように、日本が独占

的な資本財の供給基地ではなくなりつつある。むしろ、日本国内において需要市場が縮小する

と同時に、人材が確保しにくい状況になり、資本財の輸入が増えている。逆にアジアの需要は

拡大し、韓国、台湾、中国等の資本財が国際競争力を持つというこれまでにない経済環境が形

成されつつある。このような経済環境の変化にもかかわらず、日本国内においてはアジアの資

本財産業の実態の把握が遅れている。本書では、急速に成長しているアジアの資本財産業の実

情を把握し、資本財産業が成長する要因を最終需要の拡大と技術から説明することを試みる。

本書は、資本財産業の代表である工作機械や金型産業が育つためには、一定の需要が必要で、

その需要を形成するのは、最終消費財の国際競争力であると仮定している。また、同時に最終

消費財が国際競争力を持つにはそれを支える資本財産業に国際競争力がなければならないと考

える。このとき、最終消費財の市場は、国内でも輸出市場でもよく、資本は、外資でも現地資

本でもよい。最終消費財の需要が資本財の育成を促進し、資本財の国際競争力が最終消費財の

国際競争力を規定する相互関係にあると考える。

ここでは、最終消費財を自動車産業として分析しているが、自動車産業が国際競争力をもつ

には、その部品産業に国際競争力がなければならず、部品産業が国際競争力をもつためには、

それを製造する金型、工作機械に国際競争力が必要であるという、相互に密接な関係があると

仮定している。

このような仮説を検証するために、第Ⅰ部では産業連関表を用いて、日本、韓国、タイの産

業構造が最終消費財を頂点に国内でどのような産業の連関関係を持っているかを数量的に分析

した。すなわち、製造業の上に最終消費財産業が、真ん中に中間財産業が、下に基礎素材産業

が位置するように並べ替えて三角行列を作成してみる。このように三角行列を作成して日本を

１



みると、１９５１年、１９５５年の産業構造は、空白部分または空洞部分が多く、穴がたくさんある。

これが、１９６０年～１９６５年に三角形となり、先進国型の産業構造の原型を形成したことが明らか

になる。丁度この時期は、日本の自動車産業がトランファー・ラインを導入し大量生産体制を

構築した時期にあたる。高度成長の過程を経て、先進国型の産業構造の原型を作り上げた日本

は、それまで輸入に依存していた産業を国産化し、急速に国内の空白部分を埋めて産業構造を

密なものにしていく。実は、このような変化は、先進国でほぼ同じようなパターンがみられる。

日本の自動車産業は、１９９５年まで三角形の内部を密にしながら国際競争力を高めてきた。自動

車につらなる、あるいはそれを支えてきた資本財産業をみると、日本の金型はそれ自体輸出型

の産業ではなく内需型の産業であるが、貿易統計をみれば、海外へ進出した日系企業が、日本

国内で調達した金型を進出先に持ち込んでいることは明らかである。その点から日本の金型に

も国際競争力があるといえる。日本の工作機械は、改めて述べるまでもなく国際競争力がある。

このように日本の自動車産業に国際競争力があるのは、それを支える資本財産業に国際競争力

があるからである。

一方韓国をみると、１９９０年の三角行列は、日本と同様の密度の高い産業構造であることを示

している。韓国が、いつからこのような先進国型の産業構造の原型を持ったかをみると、意外

に早く、１９８０年～１９８５年の間である。この時期は、まさに韓国の現代自動車がトランスファー・

ラインを導入し大量生産体制を構築した時期である。韓国は、これ以降、国産化率を高め国内

の産業構造を堅固なものにしてきた。また、タイをみるとタイの三角行列では、１９９５年前後に

先進国型の産業構造の原型を形成している。第Ⅰ部では、最終消費財の国際競争力がある国は、

産業連関が密であることを日本、韓国から証明し、タイもやがてそのような国になる原型がで

きたことを示している。

マクロ統計で検証できた国は、日本、韓国、タイであった。これら以外の国と地域について

は、時間の制約により検証できなかったが、第Ⅱ部から第Ⅳ部で実際に産業を取り上げて具体

的に分析している。第Ⅱ部では、自動車・部品産業、第Ⅲ部では、金型産業、第Ⅳ部では工作

機械産業を取り上げている。対象国の全てについて３つの産業を章別に分析することはできな

かったが、各章は、自動車・部品、工作機械とのつながりを重視しながら分析している。

本書は、第Ⅲ部第５章並びに結論で、自動車部品、金型、工作機械産業の産業ごとの国際比

較を行い、日本の今後の方向性についても示唆している。 （水野 順子）
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